
  
Cisco Vision Dynamic Signage Director オ
ンプレミス アーキテクチャの概要

Cisco Vision Dynamic Signage Director のオンプレミス アーキテクチャは、最も基本的な構成では、1 か所のサイトまたは施
設に実装されているソリューションのあらゆるコンポーネントで構成されます。Cisco Vision Dynamic Signage Director の
基本的な構成は、複数施設のアーキテクチャに拡張することができます。

複数施設の構成では、中央の場所に設置された Cisco Vision Dynamic Signage Director サーバーを使用して、複数のサイト
のコンテンツを管理し制御することができます。DMP はリモートの施設に設置できますが、その場合も中央の Cisco Vision 
Dynamic Signage Director サーバによって制御されます。

この章では、Cisco Vision Dynamic Signage Director の標準的な構成および複数施設の構成に関連する標準のオンプレミス 
アーキテクチャについて説明します。説明する項目は次のとおりです。

 標準の Cisco Vision Dynamic Signage Director ネットワーク アーキテクチャ（11 ページ）

 Cisco Vision Dynamic Signage Director の集中型ネットワーク アーキテクチャ（14 ページ）

 仮想サーバのサポート（15 ページ）

標準の Cisco Vision Dynamic Signage Director ネットワーク アー
キテクチャ

標準の Cisco Vision Dynamic Signage Director ネットワーク アーキテクチャには、主に次の 3 つの領域があります。

 ビデオ取得のためのヘッドエンド

Cisco Vision Dynamic Signage Director のヘッドエンドは、Cisco Vision ソリューションで使用されるビデオ コンテン
ツの取得、処理、およびエンコードを目的とするものです。

 IP ネットワーク（Connected Venue）

 エンドポイント（デジタル メディア プレーヤー）
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標準の Cisco Vision Dynamic Signage Director ネットワーク アーキテクチャ
図 1（12 ページ）は、Cisco Vision Dynamic Signage Director ネットワークの基本的なネットワーク アーキテクチャを示して
います。

図 1 Cisco Vision Dynamic Signage Director の基本的なアーキテクチャ

Cisco Vision Dynamic Signage Director サーバーの冗長性
Cisco Vision Dynamic Signage Director は、Cisco Vision Dynamic Signage Director ソフトウェアを実行する 2 台のサー
バーの環境をサポートしています。この環境では、一方のサーバーがプライマリ アクティブ サーバーとして動作し、もう一方
のサーバーがセカンダリ バックアップ サーバーとして動作します。障害が発生した場合は、バックアップ サーバをアクティ
ブ サーバにするように設定できますが、フェールオーバー処理は自動的には実行されません。

Cisco Vision Dynamic Signage Director は、2 台のサーバーまたはデュアル仮想サーバーの環境をサポートしています。図 2
（12 ページ）は、1 つのサブネットにインストールされた Cisco Vision Dynamic Signage Director を実行している 2 つの仮
想サーバを示しています。

図 2 Cisco Vision Dynamic Signage Director 冗長性
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標準の Cisco Vision Dynamic Signage Director ネットワーク アーキテクチャ
図 3（13 ページ）は、通常のネットワーク状態と運用における Cisco Vision Dynamic Signage Director サーバーの冗長性の
アーキテクチャを示しています。プライマリ サーバーとセカンダリ サーバーは、Cisco Connected Venue（Connected 
Stadium）ネットワークの同じサブネットで 2 つの異なる IP アドレスを持つ独立したホストとして扱われます。

セカンダリ サーバは引き続きネットワークに接続していますが、通信と制御は、デジタル メディア プレーヤー（DMP）やすべ
てのワイヤレス アクセス ポイントを含めて、プライマリ Cisco Vision Dynamic Signage Director サーバとネットワークの
他の部分との間でのみ行われることに注意してください。

セカンダリ サーバーは、障害が発生した場合にプライマリのバックアップとして利用可能になるようにネットワークに接続
されるにすぎません。さらに、セカンダリ サーバーは、ウォーム スタンバイとして準備できるように、プライマリ サーバーか
らのデータで定期的にバックアップされるように設定することができます（そうする必要があります）。

図 3 Cisco Vision Dynamic Signage Director 通常の動作における冗長性

図 4（13 ページ）は、プライマリ Cisco Vision Dynamic Signage Director サーバからの接続が障害を起こしたときの冗長環境
を示しています。プライマリ サーバが障害を起こした場合は、手動のプロセスを通じて、バックアップからセカンダリ サーバ
を復元し、プライマリ サーバをシャット ダウンし、セカンダリ サーバを有効にする必要があります。

図 4 Cisco Vision Dynamic Signage Director 手動フェールオーバーにおける冗長性

元のプライマリ サーバと同じ IP アドレスを使用するようにセカンダリ サーバを再構成する必要があることに注意してくだ
さい。この例では、セカンダリ サーバの IP アドレスをプライマリ サーバのアドレスに合わせて 10.0.0.2 から 10.0.0.1 に変
更しています。プロセスが完了すると、通信と制御は、新しく有効になったセカンダリ サーバとネットワークの他の部分との
間でのみ行われるようになります。

注：ここでの「フェールオーバー」とは、セカンダリ サーバの自動有効化という意味ではありません。フェールオーバーのプロ
セスは手動で行い、セカンダリ サーバーをウォーム スタンバイとして機能させます。

フェールオーバー プロセスの実行方法の詳細については、「冗長 Cisco Vision Director サーバ間でのフェールオーバーの設
定（99 ページ）」を参照してください。
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Cisco Vision Dynamic Signage Director の集中型ネットワーク アーキテクチャ
Cisco Vision Dynamic Signage Director の集中型ネットワーク 
アーキテクチャ

図 5（14 ページ）は、中央の Cisco Vision Dynamic Signage Director サーバ（ヘッドエンドに接続されています）と、Cisco 
Connected Venue WAN を経由した複数のリモート サイトへのネットワーク接続を示しています。

リモートの施設ではプライマリの施設から離れた場所にある DMP のみを使用しますが、制御は中央の Cisco Vision 
Dynamic Signage Director サーバーによって保持されます。

図 5 集中型の Cisco Vision Dynamic Signage Director とリモート サイト

階層管理
集中型の Cisco Vision Dynamic Signage Director アーキテクチャでは、階層管理を使用した複数施設の制御が実装されま
す。これには次の機能領域が含まれます。

 施設管理者、施設オペレーター、場所、プレイリスト、およびスクリプトオブジェクトを、アクセスと制御を管理する施設
の関連付けを使用して、中央管理者ロールによってサイト固有のグループに編成します。

 施設オペレータ ロールを使用し、1 か所以上の割り当てられたリモート サイトで、イベント操作のアクセスと制御を制
限します。

 施設管理者ロールを使用し、中央管理者が承認した施設で、Cisco Vision Dynamic Signage Director の次の機能領域につ
いて、ユーザーに対する追加の限定的な管理権限を提供します。

— スクリプト管理

— システム設定：コマンドのサポートが制限された読み取り専用アクセス。

— [Device Management]（コマンド センター モニターリング）：読み取り専用アクセス。

— [Configuration] > [Devices]（[Display Specifications] のみ）：グループとゾーン、チャネル、ラグジュアリー スイート
への読み取り専用アクセス。

注：外部コンテンツ、チャネル、およびダイナミック メニュー ボード（DMB）のコンテンツは、すべての施設に対してグ
ローバルです。したがって、施設管理者はこれらのグローバル コンテンツ アイテムも削除または非表示することができ
ます。
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Cisco Vision Dynamic Signage Director の集中型ネットワーク アーキテクチャ
図 6（15 ページ）は、Cisco Vision Dynamic Signage Director の階層管理の使用を示しています。ここでは、管理者のロール
ベース アクセス コントロール（RBAC）の権限を持つセントラル サイト ユーザーは、プライマリ Cisco Vision Dynamic 
Signage Director サーバーのあるセントラル サイトのデータセンターにいます。

リモートの施設では、プライマリ管理者によって割り当てられるオペレータと施設管理者を配置することができます。

図 6 集中型の階層管理 Cisco Vision Dynamic Signage Director

プライマリ管理者は施設関連のすべての機能を実行できます。たとえば、施設管理者、施設オペレータ、コンテンツ、およびス
クリプトを、対応する施設固有の制御スコープに割り当てることができます。リモートの施設では、リモートの施設オペレー
タが、自分に割り当てられた施設の制御スコープに関連付けられているスクリプトを制御できます。

詳細については、このガイドの次のモジュールを参照してください。

 Cisco Vision Dynamic Signage Director でサポートされているユーザー ロールの詳細については、「Cisco Vision 
Dynamic Signage Director のユーザ管理（81 ページ）」を参照してください。

 集中型 Cisco Vision Dynamic Signage Director ネットワーク アーキテクチャにおけるリモート施設の設定の詳細につ
いては、「複数施設サポートのための Cisco Vision Dynamic Signage Director の設定（57 ページ）」を参照してください。

仮想サーバのサポート
Cisco Vision Dynamic Signage Director における仮想サーバーの要件とインストールの詳細については、次を参照してくだ
さい。

 Cisco Vision Dynamic Signage Director Release 6.4 のリリース ノート [英語]

 Cisco Vision Software Installation and Upgrade Guide: Dynamic Signage Director Release 6.4
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Cisco Vision Dynamic Signage Director の集中型ネットワーク アーキテクチャ
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